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笹山幼稚園～幼稚園の先生のお手伝いボランティア～ 

今年度、前中コミュニティスクールの重点目標に掲げている「３．地域貢献活動の企画・立案・運営！」に

おいて、本校生徒から「幼稚園お手伝いボランティア」という企画書が提出されました。その企画書の内容に

ついて、笹山幼稚園にご協力をお願いしたところ、夏休み中の８月５日～７日の３日間のボランティア活動を

実現することができました。その様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア初日となる８月５日は、笹山幼稚園の全園児登園日に当たり、年少から年長までの７クラスに

分かれて、お遊びやお勉強、運動の時間など様々な活動のお手伝いをすることができました。園児たちとの初

めての出会いに、緊張気味だった前中生でしたが、すぐに打ち解けて、腕の中に次々と飛び込んでくる園児た

ちと楽しそうにコミュにケーションを図る姿が見られました。また、「幼稚園の先生方のお手伝い」として卒

園アルバムに使用する飾りつけを作成したりと、ボランティアとしての役割もしっかりと果たすことができ

ました。３日目に、最後のボランティア活動を終えた生徒たちに感想を聞いてみると、「とても楽しくて、も

っと行きたい、もっと触れ合いたいです！」と目を輝かせて答えてくれました。実は、今回の笹山幼稚園のボ

ランティア募集では、申し込みが殺到して大幅に募集人員を上回り、予定より早く募集を締め切るという経緯

がありました。ぜひ、同じように校区内の幼稚園や保育園に協力をお願いして、ボランティアを企画したいと

思います。最後に、ボランティアに参加した生徒たちの感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「地域とともにある前原中学校」を目指して～ 

Community School 前中 
めざせ！ボランティア参加 1000人 

〇はじめは覚えることもあってとても大変だったけど、園児と触れ合う中で遊んでいたら笑ってくれたり、先生一緒

に遊ぼう！と声をかけてくれてとても嬉しかったです。ボランティアを通して保育士のやりがいも学べました。 

〇私の好きなことが小さい子と遊ぶっていうことだし、自分の夢が保育士でもあるので将来のためにもすごくいい勉

強になりました。自分にも小さい兄弟がいて接し方はわかっていたつもりだったけど、やっぱりみんな一人一人ち

がってて、どうやって接しようとか考えたりしてめちゃくちゃいい思い出になったし、いい経験になりました。最

高に楽しかったです！！ 

〇普段関わることのできない小さい幼児と触れ合えて、とても貴重な経験になって良かったなと思いました。また、

幼稚園教諭の仕事がどれだけ大変か、身をもってわかりました。 


